
25ノンフィルターでの透析液清浄化システムの使用経験
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【はじめに】近年､透析医療はエンドトキシンカット

フィルター(以下 ETCF)等を使用し透析液を晴浄化後､

エンドトキシン(以下 ET)浪度を一桁台に維持し透析

を行う施設が増えている｡当院透析室(以下透析室)で

は透析液清浄化を目的とし､ETCF及びクリーンカプ

ラを用いず､RO装匠以降を低漁度次雅塩#･酸ナ トリ

ウムで洗浄するシステム(以下低浪度次亜洗浄)を導

入し､若干の結果を得たので報告する｡

【低濃度次亜消寿導入】当院透析室では約 10年来｢RO

装置､ROラインから洗浄を行うことが韮要であり､根本

である透析用希釈水(以下RO水)から油浄化を行った

上で､逆ろ過を防ぐため透析液を対流から相流に変更

することに意味がある｡｣と考え､低濃度次亜消毒を

導入した｡

1988年製のRO装置は透析室リニューアルの度に改

造を施し約 15年使用したが､機器の老朽化が激しく

2003年度の RO装置更新に伴い RO装置は東レ社製

TW-1200rtiへ更新した｡RO装際の更新に伴いROライ

ンは再裾界式(図1)とし､各透析液給装置給水ライン

に末端排水弁を設思した｡透析終了後､自動的に洗浄

工程-移行し約1ppmの薬液を作成し､ROタンク及び

ROラインに封入を行っている｡封入時間は事前水洗

のl姻係でおよそ4-5時間である｡

1988年から1990年に製造され､現在使用中の個人

用機器はRO装置との連動や事前水洗を行うことなど

の設計やオプションは無く､透析終了時の洗浄でも薬

液が流れない部分があり､透析液清浄化の妨げとなっ

ていた｡同様に個人用機器でも低濃度次亜消毒を実施
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するため､タイマー等を設駅(図2)し､RO装置に連

動させた｡封入時間は5-6時間ほどであり､サ前水

洗も可能となった｡

RO装置更新前､日曜日は全ての機械が停止状他で

あったが､RO水の停滞を防ぐため､日曜日は全透析

装置について2回水洗工程(図3)を実施している｡

【透析液清浄化】ETサンプリングは使用lflの状況に

限りなく近づけるため､標準の0リングカプラにバイ

パスカプラを装着し､先端をポビドンヨー ド液にて消

専後､採取した｡ET活性はエンドスペ-シー故によ

り測定した｡低濃度次亜消毒開始以来､多人数用機器

末端のET濃度(図4)は徐々に低下し､現在測定感度

以下を維持している｡事情により実施出来なかった翌

日の朝のET濃度は上昇候向を示しており､転日の低

濃度次亜消海を実施することが大切であると考えら

れる｡

個人用機瀞も低下し､現在 40-60エンドトキシン

ユニット/aを維持している(図5)｡日本透析医学会で

は 50EU/色以下を許容値としており､現在の値を維持

する必嘆があると考えられる｡また透析準備完了時の

残留塩素淋度はいずれの測定ポイントでも測定限界
以下である
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【相流への変更】透析液を相流に変更するに先立ち､

血練の圧変化(tA6)と､流血 500m且と650m色での圧変

化を測定した｡括弧､ダイアライザー内での大部分で､

血液側の圧が高く､逆ろ過の起こる可能性は極めて低

いという結紫を科た｡ET濃度の低下を確瓢後､承諾

を符られた9孝.の仏者様を対魚に透析液を対流から

細流-変更し､検討を行った｡
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【効率の変化】対流でのKt/Vは1.46±0.17である(図

7)｡相流に変更後 1.11±0.14と有意に低下した｡一

般的に言われている相流での効率低下が確認された

が､流量を650m也に変更後､1.20±0.17と有意差はな

いものの改善傾向を示し､透析効率の改善を認めた｡

前即まKt/Vと死亡率から､I.6付近で死亡率は最低

を示すとしているが､今回､調査期間は約1ケ月と短

く､今後長期的に検討する必要があると考えられる｡

【結論】低濃度次亜消毒を実施しET濃度は有意に低

下した｡透析液を対流から相流で淀量650naに変更後

Kt/Yは1.20±0.17であった｡
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